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研究実施計画書 
※表は必要に応じて枠を広げてよいが，あわせて 3ページ以内でわかりやすくまとめて書くこと。 
必要に応じて写真や図・表などを用いてもよい。 

継続研究の年数（  ）年⽬ ※ テーマが変わっても関連した事象を扱っているものは継続研究とみなす。 
研究の型  □ アカデミック（AC）型  □ソーシャルアクション（SA）型 （どちらかにチェック） 
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研究テーマ 
 
 

研究の動機 

この研究テーマに関⼼をもったきっかけを簡潔に書くこと。個⼈的な経験や問題意識等をもとに、それがど
のように研究テーマにつながったのかがわかるように書くこと。 
 
 
 
 
 
 
 

研究課題と目的 

AC 型では、この研究で何を明らかにしようとしているのかを、RQ（探究上の問い）と仮説の形で具体的に
書くこと。SA 型では、この研究を通してどのような提案や⾏動を⾏おうとしているのかを具体的に書くこ
と。いずれの場合も、研究テーマをそのまま書くだけでなく、研究として何に取り組むのかが明確にわかる
ように書くこと。 

 

 

 

 

 

 

 

 

研究課題の設定

理由と意義 

主要な先⾏研究・先⾏事例（過去の⾃⾝の研究も含めてもよい）を踏まえて、研究課題に対してこれまでに
何が明らかにされているのか、どのような課題が残されているのかを整理した上で、⾃分がどのような探究
課題を設定したのかを書くこと。なぜその問い・仮説、または提案・⾏動にしたのか、⾃分は何を明らかに
しようとしているのか、何に取り組もうとしているのかがわかるように書くこと。 
※ 適宜、［参考⽂献・参考資料等］の番号を用いて参考にした資料との対応を明示する（例. (1)によると…） 

 

 

 

 

 

 



 

『探究ガイドブック』掲載の計画書評価規準を確認して記入してください。 
 

 

 

［想定される価値］先⾏研究・先⾏事例も踏まえた上で、研究の⽬的を達成することにどのような学術的価
値または社会的価値がありますか？ 
 

 

 

 

［参考⽂献・参考資料等］※探究ガイドブックの記載⽅法に従い、現時点での参考⽂献・資料を記載 

(1) 
(2) 

 

研究の方法 

使⽤する材料・資料，調査対象，⼿順，収集するデータや情報を具体的に⽰して記述すること。先⾏研究や
先⾏事例を根拠として⽅法を選択した理由を述べ，その⽅法で⽬的に迫れる理由，他の⽅法と⽐べた利点，
実現可能性などの観点から妥当性を説明する。なお，この計画は現段階での仮のものであり，今後の実験・
調査・実践の進展に応じて適宜⾒直し，洗練・充実させていく。 

 

 

 

 

 

 

研究の計画 

１年間の中でどの時期に何を⾏うのかを時系列で整理し，どのような資料やデータを収集し，それをどのよ
うに活⽤して⽬的の達成を⽬指すのかを具体的に記述する。評価基準を意識して，どの段階でどの観点をど
こまで達成するのかも⽰すとよい。なお，この計画は現段階での⾒通しであり，探究の進捗に応じて変更さ
れる可能性がある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

該当する人は記入してください。  

研究倫理申請の 

必要性 

『探究ガイドブック』の該当箇所をよく確認し，実施予定の研究方法が下記の研究倫理申請の項目にあては

まる場合は，その項目に○をつけてください。 

 
 

ヒトを対象とする研究  
 

A：身体活動に関わる研究 

   
 

B：心理学的，教育学的，および意見に関する研究 

   
 

C：非識別/匿名化されていないデータの記録を閲覧する研究 

 
 

脊椎動物の取り扱いが必要となる研究 

ここでいずれかの項目に○が付けられた研究は，研究を実施する前にメンターの教員と相談して，チェック

シートの記入・提出もしくは研究倫理申請を行うことになります。 

 


